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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月
３
日（
月
）〜
４
月
28
日（
金
）

対
象
者

• 

菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
ま
た
は
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人
の
子
ど
も
（
合
併
前
の

菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、
泗

水
町
に
在
住
し
て
い
た
期
間
を
含

み
ま
す
）

• 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
• 

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

• 

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学

金
の
支
給
ま
た
は
貸
付
け
を
受
け

て
い
な
い
人

提
出
書
類

• 

奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

※ 

申
請
書
は
教
育
総
務
課
お
よ
び
各

分
室
教
育
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。

• 

住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）

• 

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

• 

在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知
書

貸
付
額
（
月
額
）

• 

公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

　

１
８
、０
０
０
円

• 

私
立
高
校　

 

３
０
、０
０
０
円

• 

各
種
専
修
学
校　

５
３
、０
０
０
円

• 

国
公
立
（
短
期
）
大
学

　

４
４
、０
０
０
円

• 

私
立
（
短
期
）
大
学

　

５
３
、０
０
０
円

決
定
方
法

　

菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考
委
員

会
で
審
議
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
５
月
末
日
予
定
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
分
室
教
育

課
（
各
総
合
支
所
内
）

申
し
込
み
受
付
期
間

　

３
月
29
日（
水
）〜
４
月
11
日（
火
）

申
し
込
み
受
付
場
所

　

菊
池
市
役
所
第
３
庁
舎
建
設
部
住

宅
課
（
元
公
民
館
講
堂
）
お
よ
び
、

各
総
合
支
所
建
設
課

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
市
営
住
宅

•
旧
菊
池
市
区
域

　

葉
山
、
音
町
、
北
宮
、
音
光
寺
、

　

渕
園
、
中
町
、
袈
裟
尾

•
旧
七
城
町
区
域

　

砂
田
、
蛇
塚
、
元
村
、
林
原
、

　

林
原
第
２
、
流
川

•
旧
旭
志
村
区
域

　

あ
さ
ひ
が
丘
、
高
柳
、
岩
本

•
旧
泗
水
町
区
域

　

朝
日
西
、
福
本
、
田
島
、
迫
田

申
し
込
み
資
格

　

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
。

① 

現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
② 

同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚

約
者
な
ど
を
含
み
ま
す
）

※ 
単
身
入
居
の
場
合
は
、
満
60
歳
以

上
の
人

※ 

た
だ
し
、法
律
改
正
の
施
行
日（
４

月
１
日
）
よ
り
前
に
お
い
て
、
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
50
歳
以
上
の
人
は
、
従
来
ど
お

り
入
居
可
能
で
す
。

③
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④ 

定
め
ら
れ
た
収
入
基
準
内
（
世
帯

の
月
額
所
得
の
合
計
が
20
万
円
以

下
）
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

• 

平
成
18
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込

書
、
住
宅
状
況
申
告
書
（
菊
池
市

役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
）

• 

住
民
票
の
謄
本
（
同
居
予
定
者
全

員
分
）

• 

平
成
17
年
度
所
得
証
明
書
（
18
歳

以
上
の
同
居
予
定
者
全
員
分
続
柄

が
分
か
る
も
の
）

※ 

た
だ
し
、
18
歳
以
下
で
就
職
し
て

い
る
人
は
必
要
。

• 

納
税
証
明
書
（
同
居
予
定
者
で
課

税
対
象
者
全
員
分
）

※ 

退
職
予
定
の
人
、
各
種
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
、
母
子
（
父
子
）

家
庭
の
人
、
同
居
予
定
者
が
婚
約

者
の
人
は
、
事
前
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※ 

平
成
18
年
度
中
に
入
居
申
し
込
み

を
提
出
し
て
い
る
人
も
、
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

今
回
の
申
し
込
み
書
類
一
式
の
有

効
期
間
は
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

必
要
書
類
な
ど
を
す
べ
て
揃
え

て
、
入
居
希
望
団
地
３
カ
所
を
選
定

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
受
付

期
間
内
（
期
間
最
終
日
消
印
有
効
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

補
充
入
居
順
位
の
選
考

　

団
地
ご
と
の
抽
選
に
よ
り
、
平
成

18
年
度
中
に
空
き
部
屋
が
生
じ
た
場

合
の
入
居
紹
介
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時
お
よ
び
場
所

　

４
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時

　

菊
池
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

※ 

申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽

の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
、
入
居
申

し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

住
宅
課
住
宅
係
、

　

各
総
合
支
所
建
設
課

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
17
年
12
月
に

「
熊
本
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
の
暴
力
を
犯
罪
を
含
む
重
大
な

人
権
侵
害
と
捉
え
、
特
に
未
然
防
止

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
被
害
者

の
立
場
に
立
っ
た
相
談
か
ら
自
立
支

援
ま
で
の
体
制
整
備
、
子
ど
も
に
対

す
る
取
組
な
ど
、
８
つ
の
施
策
を
柱

に
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
容

認
し
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

８
つ
の
施
策

• 

人
権
意
識
高
揚
の
た
め
の
教
育
・

啓
発
の
充
実

•
Ｄ
Ｖ
未
然
防
止
対
策
の
強
化

• 

被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
環

境
・
体
制
の
強
化

• 

被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
一
時
保

護
体
制
の
充
実

•
被
害
者
の
自
立
支
援
の
充
実

•
子
ど
も
に
対
す
る
取
組
の
強
化

• 

加
害
者
更
生
等
に
向
け
た
取
組
の

検
討

•
関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
強
化

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
男
女
共
同

参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
７

飼い主の皆さん、
最後まで責任を持って
世話をしてください

泣いている犬やねこがいます

犬の放し飼いはやめましょう

　放された犬により咬
こう

傷
しょう

事故が
多く発生しています。散歩のとき
や夜もつないで飼いましょう。
　また、小さい犬でも放し飼いを
すると子どもがこわがり、事故のもとにもなります。

ふんの始末は飼い主の責任です
　犬やねこのふんにより、公園や砂場が汚染されています。
　散歩に行くときは、ふんの後始末ができるものを持参し、
責任をもって適正に処理しましょう。

犬・ねこなどを捨てないで
　最後まで責任をもって飼いましょう。捨てられた犬・ね
こは、のら犬・のらねことなり、不幸な一生を送ることに
なります。
　犬・ねこも家族の一員として終生飼いましょう。

犬・ねこの習性などを理解して正しく飼いましょう
　犬やねこのそれぞれの習性や行動をよく知り、十分な運
動や清潔さを保ち、ストレスがたまらないようにしましょ
う。

生後 91日以上の犬の飼い主には、生涯１回の犬の登録と毎
年１回の狂犬病予防注射が法律で義務付けられています
　狂犬病は恐ろしい病気で、現在わが国には発生はありま
せん。でも、海外では依然として発生し、多くの尊い人命
が失われています。
　外国との交流がますます盛んになっています。いつ狂犬
病が侵入しないとも限りません。
　狂犬病予防注射は必ずしましょう。

問い合わせ先　環境課　または　各総合支所民生課

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　菊池総合支所管内および泗水総合支所管内でし尿を汲取
りしている家庭は、市の計画収集に基づき、汲取り収集を
実施しています。
　また、七城総合支所管内および旭志総合支所管内でし尿
を汲取りしている家庭は、今後、定期的な市の計画収集方
式に移行したいと考えていますので、協力をお願いします。
※ し尿汲取り計画収集予定表などの詳細は、後日、各総合
支所管内ごとにお知らせします。
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

　菊池市民憲章、市木、市花および市鳥（案）につい
て、市民の皆さんからの意見を募集しました。
　ご意見を頂いた概要と、それに対する市の考え方を
次のとおり示します。
　ご意見をお寄せ頂きありがとうございました。
募集期間　２月 15日（水）～２月 28日（火）
ご意見数　１件
ご意見の概要と市の考え方

（ご意見）
　まちづくりの基本は市民一人ひとりが菊池
市に誇りを持つことではないかと思います。
　その意味で「誇り」という言葉を入れて欲
しいと思います。

（上記についての市の考え方）
　ご意見でもありましたとおり、まちづくり
の基本とは、市民としての誇りがあって初め
てより良いまちづくりができるものと考えま
す。
　今回の案件は、５カ条全ての文末に「・・・
まちをつくります」とあり「誇りを持って」
という要素を読み取ることが出来ると考えま
す。
　したがって、改めて「誇り」という言葉を
文言に入れることはせず、案件のとおりとし
ます。

問い合わせ先　新市調整室

菊池市民憲章、市木、市花および市鳥（案）の
パブリック・コメント結果と市の考え方

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を

容
認
し
な
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て 　菊池市には統計調査員登録制度があり、調査員

に登録すると、各種統計調査がある場合に、調査
票の配布や回収などに従事する調査員をお願いし
ています。
　統計調査員は、随時募集しています。
申し込み方法
　申し込み用紙を統計調査係に準備していますの
で、電話で連絡するか、印鑑を持参して直接お越
しください。
調査員の主な要件
•原則として 20歳以上の人
• 責任を持って調査員の事務ができる人で、調査
員事務打合せ会などに出席できる人
• 調査上の秘密の厳守および個人の秘密の保護に
関し信頼のおける人
•税務、警察、選挙に直接関係のない人
問い合わせ先　情報企画課統計調査係

統計調査員を募集します

し尿を汲取り収集している家庭へのお願い

　

現
在
、
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年
度
中

に
空
き
部
屋
が
発
生
し
た
際
の
補
充
入
居
者
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し

ま
す
。

　

受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
希
望
の
団
地
ご
と
に
抽
選

で
入
居
順
位
を
決
定
し
、
空
き
部
屋
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

市
営
住
宅
補
充
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
補
充
入
居
者

を
募
集
し
ま
す


